
こんな不具合を
起こさないために！

安全 ・ 安心施工のためにできること｡

塗りムラ

ピンホール

膨れ・密着不良

外装塗装における
高 温 時の
“なぜ不具合がおこるの？”



高温下での施工ではこんなことが起こります。

塗料

皮張り

①溶媒の蒸発が速いため、塗膜内の気泡が抜ける前に表面が乾燥し、塗膜に気泡が
　多く残ります。。

②塗膜表面の乾燥が早く、塗り継ぎ部分がムラになりやすい。
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気泡が抜ける前に
表面が乾燥

●通常の塗膜乾燥 ●高温下の塗膜乾燥

③下地が高温になっていると密着不良による浮き・膨れ・剥がれが
　発生しやすい。

④塗料缶の中でも表面が乾燥し、皮張り（塗料表面層の塗料の膜）が
　発生する可能性があります。

不具合を起こさないために・・・

①下地・塗膜表面の急激な温度上昇を防ぎましょう。
　↓
　・足場のメッシュシート養生を作業１日前に実施する。
　・直射日光の当たらない面から施工する。（太陽の位置により施工面を選択する）

②塗料缶の保管に気を付けましょう。
　↓
　・直射日光が当たらないように日陰に保管。もしくは遮光シートを被せる。
　・開封済みの缶は、定期的に再撹拌する。
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●通常
完全に乾ききっていないので
再度塗料が載っても馴染む。
テクスチャーも均一にできる。

上層ステップ面

下層ステップ面

上層ステップ面

下層ステップ面

●高温下の施工の場合
塗装済み部分が完全に乾いて
いるため、塗り継いだ部分の
塗料が馴染まず、不均一な仕
上がりになる。テクスチャー
も上手く仕上がらない。

足場のメッシュシート

遮光シートを被せた塗料缶

外壁

足場塗り継ぎ部分


